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宗像市は宗像大社をはじめとする世界遺産、豊富な漁業資源、農業資源、美しい海岸、道の駅む
なかたをはじめとする飲食店も多い。宗像市より提案された活性化案を踏まえ、

①観光

②農水産業を活用した観光との連携

③観光農園＋半農半Ⅹの支援

についてコメントさせていただきます。



観光

◦ 宗像といえば、福岡、北九州からの典型的な日帰りスポット、でも、宗像大社、

◦ 道の駅むなかた・・・・その次は？





回遊コースの増加をどうはかるか

◦ 宗像大社の文化的歴史的価値は伊勢神宮に匹敵するもの、しかしあまりその事は広く認識され
ていない、大変残念・・・・

◦ 宗像といえば宗像大社と道の駅ムナカタ以外あまり思いつかない人多いのでは、非常に残
念・・・

◦ 海岸線も非常に美しく、恵まれた自然資源は豊富

◦ 現代の若者は何を見るか？ インスタや九州ウォーカーに宗像がどのように紹介されている
か？

◦ 現代の人はインスタ映えする景観があればどこにでも行く、恵まれた文化遺産、自然景観をよ
り一層見てもらうために、、、



映え景観の発見・開発をしては

◦ 映え景観、映え飯しコンテスト等の実施（地元の宗像高校や福教大等の活用？）で宗像の再発
見をしてみては（低予算で可能？）

◦ 映え景観を作る、例：佐賀、環境芸術の森、鹿児島県錦江町（きんこうちょう）海岸に見えて
くる影絵アート

◦ 映え景観を作る発想も大事では



佐賀唐津：環境芸術の森

この鏡、た
だのテーブ
ルにガラス
がおいてあ
るだけ



錦江町 影絵アート、
海岸線に様々な黒塗り板での影絵アートが置いてある
このように、映え景観の再発見、映え景観を作り、
回遊コースを増やせば少しずつ町にお金が落ちる条件整うでは



農業、水産業を活用した観光との連携

◦ 宗像の農業生産、特筆すべきは肉牛生産額の多さ、

◦ おそらく薄牧場さんの貢献が大きいのは

◦ 薄牧場は未利用資源（焼酎粕？）、飼料米を餌にして低コストで良質のF1牛肉を生産し、農場
のHACCPを導入するなど安全安心にも細心の注意を払っており、我々の業界では非常に有名
な農場







農業、水産業を活用した観光との連携

◦ たとえば肉牛と魚（アナゴ：漁獲量福岡一位）活用できないか

◦ 新たな宗像名物の開発、糸島には大きな直売所あるが食べられるところ以外に少ない

◦ 薄木牧場のお肉（Ｆ1牛生産農家、比較的低価格、高品質、安全安心にも気を配る優秀な農家
さん）利用できないだろうか？

◦ アナゴを食べられる店舗、安くて美味しいステーキ、アナゴ丼、開発できないか？牛肉、大盛
アナゴ丼を併設した道の駅できないか

◦ 産地直送牛肉レストラン、泰元（福岡）や堀ちゃん牧場、参考になるのでは、

◦ アナゴ料理に関しては広島を参考にしては



観光農園＋半農半Xの支援
◦ 宗像は家族層の流入多く、住みやすい街のイメージ高い





観光農園＋半農半Xの支援
◦ 体験農園、ふれあい農園、家族層の潜在ニーズかなりあるはず、いちごや果樹の観光農園の利
用者かなりいるはず

◦ ＋アルファで半農半Ⅹを推奨する仕組み作りできないか

◦ 耕作放棄地等を活用し、積極的に半農半Ⅹを支援する町をアピールしては（全国的にも注目さ
れるはず）

◦ 農業を学べる場の提供（体験農園の整備）

◦ 次に生産できる耕作放棄地を利用した農地の提供

◦ 福岡等近隣からの流入だけでなく、関東、関西からの子供連れ家族の定住促進にもつながるの
では



シェア畑のHPより


